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Ⅰ．はじめに

現在、地方都市の中心商店街の衰退が大き

な社会問題となっている。閉業した店舗が連

なる商店街は「シャッター街」という言葉に

置き換えられ、地元住民の生活に影響を及ぼ

している。その要因には、大型ショッピング

センターや郊外型スーパーの進出による来街

者の減少などが挙げられる。これらに関する

先行研究として、例えば五十嵐（1996）の富

山市における中心商店街の構造変化について

業種構成から考察した研究がある1）。そこで

は、歩行者通行量や経営者意識が聞き取り調

査によって明らかにされている。次に埼玉県

川越市の一番街商店街を事例に、溝尾・菅原

（2000）は歴史的景観の統一による商店街振

興について、住民と行政の両者に注目して考

察している2）。その際、観光客へのアンケー

ト調査や消費行動によって、観光地化による

商店街振興が紹介されている。また、安倉

（2007）は、愛媛県今治市の中心商店街にお

ける女性団体の活動を事例に、既存の組織と

は異なる仲間型組織の独自な活動が商店街再

生の一翼を担う可能性を指摘した3）。このよ

うに地理学では、中心商店街の再生過程にお

ける地域的な影響が分析されてきた。ただし、

業種構成の変化について経営者属性との関係

性から論じたものは少ない。

本稿では、こうした観点から中心商店街の

振興策のうち観光振興を事例として、業種構

成の変化と経営者との関係性について焦点を

当てる。かかる点の検討にあたり、コンテン

ツツーリズムから検討する。この新しいツー

リズムは、一般にアニメやマンガ、キャラク

ターといったコンテンツに誘発される観光行

動や、それらを活用した観光振興を指す4）。

この観光形態は、観光客の消費行動による経

済効果や地域住民との交流の場の創造が期待

されることから、地域振興に活用しようとす

る地域も少なくない5）。

本研究の対象地域は、鳥取県境港市の中心

商店街である。境港は江戸時代から山陰地方

の主要港として発展した。しかし、産業の変

化にともなう経済の中心地の移動により、
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1980 年代後半には中心商店街が衰退してい

た。そこで、商店街の活性化を図るため水木

しげる作品のキャラクターを活用した観光振

興が行われている。

境港市のコンテンツツーリズムをめぐって

は、まず澤田（2005）の「水木しげるロード」

の経済効果について店舗経営者へ聞き取り調

査を行った研究がある6）。さらに澤田（2009）

は、「水木しげるロード」沿いの店舗について、

1993 年と 2007 年との業種の変化を検討して

いる7）。しかし、近年の動向、とりわけ経営

者の属性に注目した地理学的分析を行った研

究は管見の限り見当たらない。コンテンツ

ツーリズムの展開による業種の変化や、それ

にともなう新規参入者の動向は看過できない

はずである。こうした現状から、本稿では境

港市のコンテンツツーリズムに焦点を当て、

中心商店街における業種構成の変化を経営者

の属性との関係性から考察する。考察するに

あたって、境港市の統計資料や住宅地図の分

析、現地でのフィールドワーク、とりわけ新

規参入した各店舗の経営者に関する聞き取り

調査を行った。

Ⅱ．通運業拠点から水産関連業拠点 

としての境港

弓ヶ浜半島の北端に位置する鳥取県境港

は、北方の島根半島が自然の防波堤となって

いる天然の良港である。そのため、海上交通

の要衝として発展し、江戸時代中期以降には

西廻り航路における寄港地であった当港は、

山陰地方における最大規模の海運機能を持つ

拠点となった。明治時代には、神戸－函館を

結ぶ定期航路の中継地として機能した当地

は、やがて中国大陸への貿易基地になった。

1900 年代初頭には鉄道が敷設され8）、境

港は海運機能と鉄道による陸運機能を兼ね揃

えた地域に成長した9）。船舶の荷揚場所が旧

国鉄境港駅へ拡張したことによって、東西方

向に延びる中心商店街は形成された10）。

1950 ～ 60 年代には、魚市場や水産物卸売

市場などが栄町付近に開設され11）、地域住

民向けの店舗だけでなく、水産関連業就業者

を顧客とした嗜好品を扱う店舗もみられ始め

た（第 1図－ A）。

しかし、高度経済成長期以降におけるト

ラック輸送方式の台頭、地方都市への大規模

小売店舗の進出、水産関連業機能の移動12）

による来街者の減少など複数の要因が重な

り、中心商店街では閉店が相次いだ。特に旧

国鉄境港駅が立地し、周辺に通運会社が集積

していた大正町は、鉄道貨物の急速な衰退に

よって大きな打撃を受けたのである。

Ⅲ．「水木しげるロード」の誕生と成長

境港市中心商店街の衰退を受け、1988 年

に境港市役所職員の 14 名によって構成され

る「街づくりプロジェクト委員会」が組織さ

れ、1990 年に「緑と文化のまちづくりフォー

ラム」が開催された13）。この際、同市出身

の漫画家である水木しげる14）の提言により、

境港市は『ゲゲゲの鬼太郎』15）を観光に利

用したまちづくりが行われるようになった。

「水木しげるロード」は、中心商店街の歩道

に妖怪ブロンズ像を設置して誕生した。

境港市の観光振興が進められた後の観光客

入込数は、大きく 3 期に分けられる（第 2

図）。第Ⅰ期は 1992 年から 2002 年で、観光

整備によって徐々に商店街への訪問客が増加

した時期である。第Ⅰ期では、1991 年より
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注：凡例は A・B・C に共通している。

第 1図　境港市中心商店街における店舗の立地変化

出所）A・B は住宅地図、C は聞き取り調査より作成。
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行われていた駅前の整備事業に連結し、翌年

に「水木しげるロード」の整備が大正町から

松ヶ枝町間で行われた。1993 年には一部の

「水木しげるロード」がオープンし、1996 年

に本町までの整備が完成を迎えた。その後、

「夢みなと博覧会」16）が開催された 1997 年

には、駅前の整備事業の一つであった「みな

とさかい交流館」17）の竣工によって、観光

地化に向けた整備が進行した。こうした観光

整備が評価され、同年には建設庁の「手づく

り郷土賞」18）が授与された。また、1998 年

から 2001 年にかけて山陰自動車道の米子西

―安来が開通した。伸び悩みはあったものの、

黎明期に当たる第Ⅰ期において、中心商店街

を含む「水木しげるロード」の入込客数が増

加傾向にあった背景には、商店街内の観光整

備や交通の利便性の高まりがあった。

続く第Ⅱ期は2003年から2009年の期間で、

「水木しげるロード」が境港市の観光名所と

して成長した時期にあたる。この時期には、

2003 年の水木しげる記念館の開館19）にとも

ない、入込客数が増加していった。以降、

2009 年までこの傾向にあった期間は第Ⅱ期

となる。当期では、『ゲゲゲの鬼太郎』に関

する映像作品の公開やイベントの開催など、

ソフト面の影響が大きい（第 1表）。

まずハード面では、記念館開館の翌年に妖

怪ブロンズ像の追加設置に向け、1 体 100 万

円でスポンサーの全国公募が開始された。

2006 年には鬼太郎フェリーの就航20）、「ね

ずみ男列車」や「ねこ娘列車」の運行21）など、

当ロードと外部を結ぶ移動手段に対しても

『ゲゲゲの鬼太郎』を用いた観光整備が行わ

れた。その翌年には、商店街沿いにある休憩

広場の噴水や外灯、ベンチなどに水木しげる

作品のキャラクターのデザインが施された

「妖怪広場」も整備された。

ソフト面では、2006 年前後より商店街主

第 2図　境港市における観光施設別観光客入込客数

出所）境港市観光課資料より作成。
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催で「第 1回ゲゲゲのゲタつみ大会」をはじ

めとする『ゲゲゲの鬼太郎』に関連する複数

のイベントが開催された22）。2007 年には、

実写映画『ゲゲゲの鬼太郎』が公開され23）、

当ロードの観光入込客数に大きな増加がみら

れた。以降、当ロードは境港市観光入込客数

のうち、半分以上の割当を占めていることか

ら、境港市における主要な観光スポットとし

て成長した。特に 2008 年には第Ⅱ期で最多

の約 172 万人を数えた観光客数の増加には、

映画などの映像メディアの視聴を契機とした

観光の流行があったのである。

Ⅳ．中心商店街における内部構造の変化

1．近年の動向

NHK ドラマ『ゲゲゲの女房』24）の放送さ

れた 2010 年をピークに、境港市全体の観光

入込客数は減少している。2010 年以降のこ

の時期は、第Ⅲ期にあたる。近年では、境港

港に海外からのクルーズ船が就航したことに

よって、外国人観光客が増加している25）。

それにともない、積極的にインバウンド対応

を行っている店舗もみられる。その一方で、

急激な変化に苦しむ店舗も存在する。

2018 年現在、「水木しげるロード」では改

装工事が行われており、水木しげるキャラク

ターのブロンズ像の追加や商店街アーケード

の撤去、夜間照明の設置が着工されている。

第 1表　境港市中心商店街の発展史

発展段階 年 商店街周辺 水木しげるロード

整備以前 1860 北前船の寄港

1902 国鉄境線（境港―米子）の開通

1951 重要港湾に指定

1962 水産物卸市場が成立（栄町）

1966 新産業都市に指定

1973 特定第三種漁港に指定

水産加工団地が造成（昭和町）

1982 水産物卸売市場の移転（昭和町）

1991 駅前整備事業（大正町）

第Ⅰ期 1993 水木しげるロード整備施行（～ 96 年）

1997 夢みなと博覧会

第Ⅱ期 2003 水木しげる記念館開館（本町）

2005 映画「妖怪大戦争」公開

2006 複数のイベントを開催

2007 実写映画「ゲゲゲの鬼太郎」公開

第Ⅲ期 2010 NHK「ゲゲゲの女房」放送

映画「ゲゲゲの女房」公開

2011 舞台「ゲゲゲの女房」公演

2012 水木しげる記念館リニューアル

出所）注 7）、8）、9）、境港市「水木しげるロードリニューアル基本構想」https://www.city.sakaiminato.lg.jp/
upload/user/00102924-4RPC7N.pdf　2017 年 11 月 23 日閲覧より作成。
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また、車道を一方通行にすることで、歩道の

拡張や滞留スペースが確保され、観光客が親

しみやすい商店街になりつつある26）。

2．観光地化にともなう内部構造の変化

「水木しげるロード」整備以前の 1987 年の

中心商店街は、時計や呉服など耐久消費財を

扱う買回品店や、日用品などを販売する最寄

品店（以下、小売店）が多く建ち並んでいた

（第 2 図－A）。しかし、第Ⅰ期の 1997 年で

は小売店が減少し、土産物店や観光関連施設

が徐々に設置されていることがわかる（第 1

図－B）。現在の中心商店街を構成する店舗

のうち、観光整備以前より開業していた店舗

では小売店が多い。その一方、観光地として

の整備が始まった第Ⅰ期以降に開業した店舗

のほとんどは、観光関連業の店舗である。特

に、土産物店の開業は第Ⅱ期以降に集中して

いる（第 3図）。

整備以降の業種変化にともない、観光関連

業の経営主体にも変化がみられた27）。第 2

表をみると、現在 39 店舗のうち 11 店舗は整

備以前から第Ⅰ期にかけて開業している。こ

の時期に開業した観光関連業の経営者には一

階を店舗、二階を自宅とする店舗兼用型を有

する者が多い。また、彼らのほとんどは商店

街付近に居住する地元経営者である。そのな

かには一度閉業したものの、「水木しげる

ロード」整備後に、『ゲゲゲの鬼太郎』に関

連した土産物を販売する店もみられた。また、

整備以前より開業していた小売店でも鬼太郎

に関連した土産物が販売されている（第 4

図）。そして、第Ⅱ期以降に開業した 28 店舗

のうち、22 店舗が貸店舗で営業している。

そのうち、商店街以外の市内や市外から通勤

する経営者は 16 店ある28）。

そして、第Ⅲ期の 2017 年になると土産店

や観光関連施設が増加し、他の小売店は減少

した（第 1 図－C）。増加した観光関連業の

経営者は、第Ⅱ期同様に中心商店街周辺以外

からの参入者であった。その一方、第Ⅲ期に

おいて貸店舗を利用している経営者は商店街

周辺に自宅を持つ店舗が 5店舗、その他市内

に自宅を持つ店舗が4店舗みられる。これは、

「水木しげるロード」の振興を目的とした地

第 3図　業種別にみた開業店舗数の推移

出所）聞き取り調査より作成。
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元まちづくり公社や、多店舗経営を行う地元

企業が現れたからである。これらの企業は地

元の食材を活かした土産物の開発や、『ゲゲ

ゲの鬼太郎』に登場するキャラクターを使用

した独自性のある土産物を販売している。

現在、貸店舗や空家の様々な利用形態がみ

られる。かつての銀行29）は現在、水木しげ

るキャラクターを活用した菓子店となってい

る（第 5 図）。空家を店舗として利用するだ

けではなく、外観を古民家風に改装して観光

地の雰囲気づくりに利用している例もある。

一方、現在も空家になったままの建物も多く、

今後の活用が期待される。

第 2表　観光関連業経営者の居住地と開業年

観光関連業
経営店舗の創業年

整備以前期 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 小計 総計

経
営
者
の
自
宅
／
本
社
位
置

店舗兼用
持家 3 4 0 0 7

7
貸店舗 0 0 0 0 0

商店街周辺
持家 1 1 1 2 5

11
貸店舗 1 0 0 5 6

その他の市内
持家 0 1 0 1 2

10
貸店舗 0 0 4 4 8

市外県内
持家 0 0 1 0 1

6
貸店舗 0 0 2 3 5

県外
持家 0 0 0 0 3

3
貸店舗 0 0 1 2 0

不明
持家 0 0 1 0 1

2
貸店舗 0 0 0 1 1

総計 5 6 10 18 39

出所）聞き取り調査より作成。

第 5図　銀行跡を利用した土産物販売店

「水木しげるロード」の本町アーケード入口に位置し、

外装にデザインを加えて土産物店が参入している。

（2017 年 8 月 3 日　筆者ら撮影）

第 4図　「鬼太郎みやげ」を販売している店舗

観光整備以前より開業していた燃料販売店が、副業的

に水木しげるキャラクターの商品を販売している。

（2017 年 8 月 3 日　筆者ら撮影）
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Ⅴ．おわりに

本稿では、鳥取県境港市において中心商店

街を構成する業種とその経営主体の変化を明

らかにした。その結果、キャラクターを活用

した商店街の観光地化において、関連する外

来経営者が商機を目的に参入していることが

わかった。彼らの参入は、商店街における観

光整備の拡充を意味する。また、このような

経営者は衰退した商店街に残る空家の活用な

ど、観光地の雰囲気づくりにも貢献している。

しかし、特徴的であった空家活用と、観光

基盤を支える外来経営者にかかわる検討は不

充分である。行政や商店街振興会による取り

組みや、地域住民経営者と外来経営者の協働

意識について調査し、より詳細な商店街の内

部構造変化をとらえることが必要である。

〔付記〕本稿は、立命館大学文学部地域観

光学専攻で 2017 年度春学期に開講された「地

域観光学応用研究」によるフィールドワーク

をまとめたものである。調査にあたり、資料

提供や現地調査の御協力をいただいた水木し

げるロード振興会会長の権田淳一様をはじめ

とする商店街の方々、境港市観光課や境港市

教育委員会の皆様、ならびに当授業に TA と

して御指導いただいた文学研究科地理学専修

の森田耕平様に深く感謝いたします。調査結

果については 2017 年度文学部ゼミナール大

会で報告し、「最優秀賞」を受賞した。
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